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 彼らは西洋の黄道 12 星座のようは概念をもっている。たとえば春分から夏至までの 3 ヶ
月、太陽はラコタの星座のうちの 3 つを通る。その 3 つの星座はブラックヒル付近の特定
の地形と関係付けられる（図１）。星の力は地上のあらゆる場所に降り注いでいるはずだが、
とくに太陽がその地点と関係づけられる星座を通ったときにその場所にパワーがみなぎる
とされる（Goodman 2005: 142-143）。 
 
 さてラコタは南ダコタからネブラスカ州を移動して生活していた。冬から、最初の雷鳴が
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そのひとつムルシ（Mursi）族の土地では 3 月から 4 月にかけて大雨が降り、そのとき全員
が二つの生態学的ゾーンの境界線に集まり、耕作が可能となる。その六ヶ月後の洪水の時期
で女地はオモに行って川の土手に作物を植え、男たちは逆方向に移動して家畜を世話して



















 夕方に南十字のイマイ imai （Clucis δ）が消えたら（8 月半ば）、オモ川はイマイ草を平
らにするのに十分な水位がある。次に沈むのは 9 月の初め南十字の thaadoi（Crucis ß）で
オモ川が満杯に近いことを示す。そしてケンタウルスの ß である waar が沈むのは 9 月の
20 日頃でそれはオモ川が満杯になったことを示す。waar とはオモ川そのものの名前であ
る。そして最後にケンタウルス α である sholbi が消えたら引いていく洪水の水が sholbi 花
の花弁を流し去るときであり植え付けが開始される（9 月の末から 10 月初め）。sholbi の木
はアカシアの木である。このように旦入がオモ川の洪水のサイクルと一致している。 












ネル 1986: 276）。 





 次の 6 ヶ月は月の異なった相（満月から三日月）が ß トリアングルムによって決められ
る空の場所に見えるかどうかで決められる。このようにボラナの一年は天文学的に決めら
れる、新月が ß トリアングルム合になるときで新たな年が始まる。そのような一月は 29 と
1/2 日であるのでボラナの一年は 345 日となる。 
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に終わる。シリウスは本当の冬の到来を示し、それは 40 日と呼ばれるが、2 月の終わりま
でこの寒い時期が続く。この四十日は前半と後半があり、前半は雨が地面にしみこむ時期、
後半はその水が植物にしみこむ時期、とされる。 
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 11 月の雨は歓迎されるが最初の雨から 20 日間続けて雨が降らないと問題である。大麦
























 またこの時期は月が天秤座、サソリ座、および射手座を背景に見える 5 月から 10 月の間
に毎月７日くらい起こる日は悪い日である。彼らはその時期を「サソリの頭を（＝実際はリ
ブラ）月が通り過ぎる日」と呼ぶ。 
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ぼ全域で kheglun と呼ばれ、その原義はヘラジカであるが、大熊（kheglen cholin）と呼ぶ
集団もある。またその第二義は北の星である。さらにレナ川上流の集団ではそれは「宵の星・
暁の星」である。大熊座については次のような話が伝わっている： 






































































t and Driscoll 1994:Figure 7-7） 
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スターマップは行く方向を示すのである（Fuller et al. 2014: 5-6）。 
 たとえば 5 月の半ば、クィーンズランドの儀礼場カルナルボン（Carnarvon）谷に行くと
きである。これは 600 キロ以上の旅になるが、南東の空を見て、彼らの冬のキャンプは射
手座のあたりに位置すると認識する。この場所は他の集団の地域も含まれる。スターマップ
は冬のキャンプからさそり座の方に伸びる（Fuller et al. 2014: 7）。 
 具体的にスターマップは示されるが、実際の地上のルートはスターマップとラフな対応
しかしていない。というのはスターマップは方位と地図を示すというための指標ではなく、
途中の大事な地点への記憶の手段であるからだ（Fuller et al. 2014: 9）。スターマップはこ
のように旅の指標となる拠点を示すものであるが、単に地点を示すものもある。これはボー
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